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TEL 022-717-7736（外来） 完全予約制

　認知症にはアルツハイマー型認知症をはじめ、レビー小体型認知症や前頭
側頭型認知症などさまざまなタイプが存在します。症状も記憶力低下以外に
注意力低下や言語能力低下、視空間認知障害などの中核症状、意欲低下や
幻覚、妄想、徘徊などの周辺症状とさまざまです。また、うつ病や内臓疾患で
も記憶障害や注意力低下のように認知症と似た症状が見られます。新たな治
療策が開発されつつある今、認知症の鑑別や原因解明、早期発見などが重
要といえます。認知機能低下が疑われる人から認知症になってしまった高齢
者まで幅広く診療するため、「老年・もの忘れ外来」に加えて「認知機能外来」
も高次脳機能障害科と協働して整備しています。
　また、当科では「老年症候群」の精密な原因分析を行っています。老年症候
群とは、正常加齢以外に複数の原因で生活機能低下につながる病態を指し
ます。骨粗しょう症、せん妄、フレイルなど約20種類もの症状や状態が提示さ
れています。種々の検査や総合機能評価を通じて老年症候群を評価し、介入
可能な原因の同定と結果として生じ得るポリファーマシーへの対応を、薬剤
部や看護部など多職種と協力して行なっています。

内科

加齢・老年病科
中瀬 泰然科長

アルツハイマー型認知症、レビー小体型認知
症、前頭側頭型認知症、脳梗塞後遺症・血管性
認知症、パーキンソン病、多病を有する高齢者、
総合機能評価が必要な高齢者、加齢性筋肉減
少症（サルコペニア）、認知機能低下が心配な
人、認知機能低下について画像診断を希望する
人、ポリファーマシー改善を希望する人

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

　漢方の診察は、望診（視る）・聞診（聞く、嗅ぐ）・問診（話を聞く）・切診（触る）
といわれる診察方法により行われ、漢方独自の理論体系に基づいて診断が下さ
れます。この診断をもとに、西洋医学による治療だけでは十分な回復が得られ
ない方々に漢方による併用治療を行っております。
　漢方内科では漢方薬及び鍼灸治療を実践しています。漢方薬による治療は、
エキス剤と煎じ薬を用いて行っています。エキス剤はあらかじめ決められた分量
で服用しやすいように包装されたものを処方し、煎じ薬は患者さんの症状にあ
わせて各々の生薬を独自に配合し、煎じてから内服します。鍼灸治療はツボに
鍼や灸で刺激を加えて筋肉痛や関節痛を緩和しますが、時には内臓や精神的
な症状にも用いられます。
　当科では漢方治療の科学的検証も積極的に進めています。最近では、「脳血
管障害後遺症患者さんの機能性便秘に対する漢方薬の効果」、「COVID-19
急性期症状、罹患後症状に対する漢方薬の効果」、「鍼治療による嚥下機能の
改善効果」、「がん治療のサポート」など最新の研究を報告しつつ、臨床に応用
しています。

内科

漢方内科

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

冷え症、ほてり、のぼせ
倦怠感、食欲不振
虚弱体質

しびれ、痛み
月経に関連する諸症状
更年期に関連する諸症状
膠原病に随伴する症状
加齢に随伴する症状
慢性的な消化器症状がん治療のサポート
COVID-19罹患後症状

石井 正科長

TEL 022-717-7736（外来） 完全予約制

　私たちは、「心理社会的ストレスによって発症もしくは増悪する内科疾患」
を主な診療対象にしています。現代社会に増えてきた心理社会的ストレスに
よって発症・増悪する身体疾患を心身症と言います。不安症、うつ病も、心理
社会的ストレスによって発症・増悪し、しばしば内科疾患を合併します。これ
らの疾患の根底に、海馬、扁桃体、前帯状回などの情動を司る脳部位あるい
はそれらを制御する前頭前野の機能的異常や器質的異常が存在します。
心身症では、ストレスを受けてから脳機能が変化し、各臓器が影響を受ける
心→身の経路があります。それだけでなく、各臓器の信号が脳に伝達されて
脳機能が変化する身→心の経路が病態を作っています。過敏性腸症候群は
世界トップクラスの評価を得ています。AMEDムーンショット型研究開発事
業の対象疾患として腸内細菌分析、バイオマーカー測定、遺伝子多型分析が
可能です。摂食障害については治療支援拠点病院に指定され、国の役割を
担って活動しています。治療としては、最新の脳科学と臨床薬理学に基づく薬
物療法を行います。心身医学療法として、自律訓練法、交流分析法、認知行動
療法などを実施しています。

内科

心療内科
TEL 022-717-7734（外来） 完全予約制

ストレス関連疾患全般、心身症、過敏性腸症候
群、機能性ディスペプシア、神経性やせ症、神経
性過食症、機能性便秘、機能性下痢、機能性腹
部膨満症、中枢性腹痛症候群、慢性疼痛、線維
筋痛症、慢性疲労症候群、慢性悪心嘔吐症候
群、周期性嘔吐症候群、回避・制限性食物摂取
症、過食性障害、機能性食道障害、機能性身体
症候群、パニック症、不眠症、内科疾患(身体疾
患)に併存するうつ病、内科疾患(身体疾患)に
併存する不安症、内科疾患(身体疾患)に併存
する適応障害、内科疾患(身体疾患)に併存する
身体症状症

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

　当科は呼吸器疾患全般を対象とし診療を行っております。エビデンスに基
づく治療や臨床試験を実施しながら、安全で適切な医療を提供しています。
　COPD：精密呼吸機能検査や呼気ガス検査、画像検査を駆使して診断
し、気管支拡張薬を用いて治療します。増悪時の対応、呼吸リハビリや在宅
酸素療法など包括的な診療を行っています。気管支喘息：症状に加え、呼
吸機能検査、呼気ガス検査などを用いて診断し、吸入薬による治療を行い
ます。重症例での生物学的製剤による治療経験も豊富です。肺癌・縦隔腫
瘍・胸膜腫瘍：遺伝子変異検査により分子標的薬の適応を評価し、化学療
法や免疫療法、放射線療法、緩和ケアを組み合わせながら集学的に治療し
ています。間質性肺疾患：種々の間質性肺炎に対して適切な診断と治療を
心がけています。呼吸器感染症：さまざまな感染症を対象としています。適
切な抗菌薬治療を行います。睡眠時無呼吸症候群：中等症以上では主に
経鼻的持続陽圧呼吸療法による治療を行っています。サルコイドーシス：
気管支鏡検査などの検査によって診断します。各科と協力し、最適な治療
法を提供します。

内科

呼吸器内科

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

慢性閉塞性肺疾患（COPD）、気管支喘息、肺
癌、縦隔および胸膜腫瘍、間質性肺炎、種々の
病原体（細菌、抗酸菌、ウイルス、真菌など）によ
る呼吸器感染症、びまん性汎細気管支炎、気管
支拡張症、全身性疾患による肺病変、免疫・アレ
ルギー性肺疾患、気胸、胸膜炎、職業性肺疾患、
睡眠時無呼吸症候群、サルコイドーシス、リンパ
脈管筋腫症・肺胞蛋白症などの希少疾患など呼
吸器疾患全般

杉浦 久敏 科長TEL 022-717-7875（外来）

福土 審 科長
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